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内
第
二
聞
宗
教
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ

i
ム
・
朗
報
告
凶

一
、
憲
法
秩
序
に
お
け
る
J
一小教」

ー
判
例
を
通
し
て
の
検
討
!

林

耕
輔

(
青
ム
制
学
院
大
学
〉

第

憲
法
に
お
り
る
信
教
権
の
規
定

総

説

日
本
摺
憲
法
に
は
宗
教
関
係
の
直
接
的
規
定
と
し
て
、
二

O
条
と
八
九
条
と
が
あ
る
。

明
治
憲
法
に
お
い
て
も
宗
教
関
係
規
定
、

よ

nJ
端
的
に
い
え
ば
信
教
権
の
規
定
は
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
日
本
臣
民
ハ
安
寧
秩
序
ヲ

妨
ケ
ス
及
臣
民
タ
ル
ノ
義
務
ニ
背
カ
サ
ル
限
エ
於
テ
信
教
ノ
自
由
ヲ
常
利
ス
」
と
。
こ
こ
に
お
け
る
総
数
権
は
、

コ
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ケ
ス
」

お
よ
び
タ
ル
ノ
義
務
ニ
静
岡
カ
サ
ル
」
か
ぎ
ち
で
の
、

、
、
、
、
、
、

皇
の
地
作
製
不
可
侵
後
ハ
抽
明
治
憲
法
の
告
文
お
よ
び
一
一
嘉
〉
を
絶
対
視
す
べ
き
義
務
で
あ
っ
て
、
宗
教
な
る
も
の
が
、
独
自
の
超
越
的
絶
対
者
へ
の

つ
ま
り
条
件
鮒
の
保
簿
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
臣
民
タ
ル
ノ
義
務
」
は
天

信
仰
、

つ
ま
り
排
他
的
な
精
衿
的
傾
僚
を
本
質
と
ナ
る
の
で
あ
る
か
ぎ
号
、
努
治
憲
法
は
基
本
約
に
は
天
皇
や
天
皇
の
被
先
の
神
性
を
信

(

1

)

 

ず
る
宗
教
以
外
の
信
教
権
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
‘
信
教
権
と
い
う
す
ぐ
れ
て
精
神
的
な
自
由
織
は
権
力
的
統
制



の
も
と
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
政
策
が
明
治
憲
法
の
天
皇
主
権
体
制
の
態
想
的
主
柱
を
な
し
た
。

つ
ま
雪
国
家
の
た

め
に
宗
教
(
神
社
神
道
〉
が
あ
っ
た
e

同
時
に
こ
れ
は
、
わ
が
閣
が
近
代
的
、
民
主
士
忠
義
的
体
制
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
習
も

ま
ず
、
根
本
的
に
改
第
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
a

そ
こ
で
占
領
濠
後
の
四
五
年
一
二
月
…
五
日
に
、
「
国
家
得
議
〈
日

(

2

)

 

関
す
る
覚
書
い
が
識
せ
ら
れ
、
こ
れ
忠
弘
う
け
て
、

神
社
神
道
〉

対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
及
ピ
弘
布
ノ
廃
止

の
新
憲
法
に
は
き
わ
め
て
厳
格
な
信
教
権
の
保
簿
線
総
が
設
け
ら
れ
た
の
で
為
っ
た
。

療
法
二

G
条

の

規

定

す

は

、

つ

ぎ

の

つ

で

あ

る

。

第
一
に
信
教
の
自
由
マ
あ
る
。

「
一
信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
傑
鋒
す
る
い

(
一
項
品
例
措
械
〉
と
は
、
積
極
的
に
信
仰
を
も

つ
こ
と
、
も
た
ぬ
こ
と
、
信
仰
告
白
凌
強
い
ら
れ
な
い
と
と
が
、
何
人
に
も
み
と
め
ら
れ
る
、

五
・
二
五

a悶
同
然
二
一

-
m
a
九
三
七
!
然
教
活
動
を
し
な
い
滋
の
契
約
の
効
力
〉
も
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
判
例
ハ
級
官
側
mm

「
鎗
仰
の
自
由
は
、
何
人
も
自
己
の
欲
L

す
る
と
と
ろ
に
し
た
が

ぃ
、
特
定
の
宗
教
を
信
じ
、
ま
た
は
信
じ
な
い
自
由
い
と
す
る
。

第
ニ
に
宗
教
活
動
の
自
由
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「
何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
制
さ
れ

な
い
い

(
二
項
)
こ
と
で
あ
る
。

107 1撃絞秩序における r2宗教j

活、上
動、の
ま権
しカ
てt:
t立行
な使
らし
なて
いは
いな

り

えE

Lω 

第
三
に
政
教
分
離
原
郊
で
あ
る
。
政
教
の
分
離
に
つ
い
て
は
、

一
方
で
は
「
い
か
怠
る
宗
教
団
体
も
閣
か
ら
特
権
を
受
け
、

又
は
政
治

び
そ
の
機
構
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的

(二

O
条
一
夜
〉

と
し
、
他
方
で
は

と
す
る
。
こ
の
原
則
燃
の
徹
底
の
た
め
に
、

〈間同条一一一項)

さ
ら
に
八
九
条
で
、
宗
教
活
動
に
対
す
る
公
金
支
出

念
禁
止
す
る
趣
旨
で
、

こ
れ
を
支
出
し
、

「
公
金
そ
の
他
の
公
け
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
自
体
の
使
用
、
使
議
+
お
し
く
は
維
持
の
た
め
:
・
:

〈

3〉

又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

右
の

項
に
お
け
る
「
祭
教
的
活
動
」
の
慧
妹
に
つ
い
て
、
津
地
鎮
祭
事
件
の
名
古
屋
潟
裁
判
決
は
広
く
解
し
、

「
特
定
の
宗

翌
年
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教
の
布
教
、
教
化
、
宣
伝
を
目
的
と
す
る
行
為
の
ほ
か
、
祈
諮
問
、
儀
式
、
祝
典
、
行
事
等
お
よ
そ
宗
教
信
仰
の
表
現
で
あ
る
一
切
の
行
為

を
包
括
す
る
」
も
の
と
解
す
る
の
に
対
し
、

そ
の
最
高
判
決
で
は
限
定
的
に
解
し
、
国
お
よ
び
そ
の
機
関
の
活
動
で
宗
教
と
か
か
わ
り
合

い
が
、
政
教
分
離
原
則
の
上
か
ら
「
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
目
的
が
宗

教
的
意
義
を
も
ち
、

そ
の
効
果
が
宗
教
に
対
す
る
援
助
、
助
長
、
促
進
叉
は
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る
よ
う
な
行
為
」
と
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
最
高
裁
判
決
に
は
、
控
訴
審
の
厳
格
な
判
断
を
支
持
し
て
、
政
教
分
離
原
則
は
国
家
と
宗
教
と
の
徹
底
的
な
分
離
を
要
求
し
、

し
た

が
っ
て
「
宗
教
的
活
動
に
は
、
宗
教
上
の
祝
典
、
儀
式
、
行
事
等
を
行
う
こ
と
も
そ
れ
自
体
に
当
然
ふ
く
ま
れ
る
と
す
る
、
少
数
意
見

(
五
人
)
も
あ
る
。

す
で
に
多
く
の
論
者
が
い
う
よ
う
に
、
政
教
分
離
原
則
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
立
法
例
や
慣
行
か
ら
す
れ
ば
、
厳
格
主
義
と
相
対
主

(

4

)

 

義
と
が
存
す
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
場
合
、
近
代
国
家
の
形
成
を
阻
害
し
、
人
権
と
り
わ
け
民
主
制
の
基
礎
で
あ
る
思
想
・
言
論
の
白

由
を
抑
圧
す
る
機
能
を
い
と
な
ん
だ
政
教
一
致
の
思
想
が
、

H

宗
教
的
無
関
心

H

や
M

雑
居
宗
教
的
寛
容
性
H

に
乗
じ
容
易
に
復
活
し
う

る
政
治
的
、
社
会
的
条
件
が
存
す
る
以
上
、
厳
格
な
政
教
分
離
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
(
学
界
の
支
配
的
意
見
で
も
あ
る
)

0

し
た
が
っ

て
、
も
し
右
の
ご
と
き
最
高
裁
の
多
数
意
見
を
是
認
す
る
な
ら
ば
、
「
確
立
さ
れ
た
「
政
教
分
離
の
原
則
」
は
、
実
質
的
に
放
棄
さ
れ
る

(

5

)

 

か
、
あ
る
い
は
形
骸
化
さ
れ
る
と
と
は
必
定
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
。

註( 

I 、./

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
H

信
仰
強
制
H

は
条
件
づ
き
に
せ
よ
、
信
教
の
自
由
権
の
保
障
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
、
論
理
的
に
調
整
す
る
べ

く
、
天
皇
の
神
性
へ
の
帰
依
(
国
家
神
道
郎
信
仰
)
は
、
宗
教
で
は
な
く
、
国
民
倫
理
で
あ
り
(
例
、
「
国
体
明
徴
に
関
す
る
政
府
声
明
」
一
九
三
五
・
八
・
三
、



閣
議
決
笈
)
、
天
農
家
の
支
持
、
伊
勢
神
宮
以
下
の
郷
社
神
叫
擦
は
、
一
般
的
に
い
う
「
脚
邪
教
」
で
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
俗
的
押
強
制
酬
は
裟
教
の
包
陶
保
障

と
矛
媛
し
な
い
、
と
鋭
畷
さ
れ
た
〈
宮
沢
俊
義
、
「
寝
思
法
〔
全
集
綴
〕
一
一
一
世
且

O
夜
、
憲
法
制
制
定
議
会
に
お
け
る
邸
中
掛
耕
太
隊
発
品
有
師
、
清
水
待
値
輔
、

g
本
層
構
聴
持
出
曜
骨

髄
絹
録
い
〈
増
釘
級
九
四
緑
パ
六
七
問
問
一
鼠
な
ど
多
照
〉
。

〈2)

こ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
例
え
ば
筒
井
若
水
稲
「
臼
本
綾
法
史
」
(
東
大
山
山
絞
会
〉
額
一
一
一
笈
頁
以
下
を
み
よ
。

〈3
)

防
磁
の
も
の
に
、
教
育
甘
部
本
法
の
「
窃
及
び
綾
方
公
共
回
開
体
が
絞
賞
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
鳴
門
そ
の
俗
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
〈
九
条
二
項
〉
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

政
教
分
離
帥
鮪
期
剛
開
の
建
前
か
ら
、
剛
聞
か
ら
寺
絞
に
譲
渡
さ
れ
た
医
脊
境
内
総
と
即
時
有
線
の
適
法
性
は
す
で
に
憲
法
制
定
談
会
に
お
い
て
問
績
と
な
っ
た
〈
潟
水
節

也
、
六
七
一
一
一
賞
以
下
)
。
が
、
こ
む
点
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
以
来
の
沿
革
そ
理
闘
と
し
て
、
合
惑
判
決
が
で
て
い
る
(
最
、
一
一
…
…
一
一
・
コ
了
一
一
沼
、
脳
同
繁
一

一
一
-
一
六
・
一
一
一
一
一
一
五
二
〉
。

最
近
、
社
中
帯
の
法
人
税
法
上
の
優
遇
措
蹄
鐙
(
七
条
〉
に
叫
却
し
療
綾
上
、
噛
瑚
用
よ
か
ら
、
途
驚
と
す
る
つ
よ
い
主
隅
械
が
あ
毛
こ
と
も
波
開
削
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
*

野
弘
久
、
三
ポ
教
法
人
へ
の
線
麹
と
政
教
分
離
酬
問
題
」
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
機
割
問
綜
合
特
集
「
現
代
人
と
宗
教
』
二
コ
一
囲
気
以
下
、
多
頼
関
。

(
4〉
拍
相
沢
久
「
現
代
国
家
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
」
〈
動
禁
容
一
房
〉
、
向
「
国
絞
と
宗
教
」
〈
第
一
一
一
文
明
社
)
は
、
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
比
較
法
的

な
資
料
で
も
あ
る
。
最
近
の
(
日
本
の
)
諸
氏
の
想
論
に
つ
い
て
は
、
熊
本
総
・
十
六
数
授
が
吋
北
海
学
園
法
学
」
に
翁
織
し
た
一
一
漆
の
研
究
を
参
組
問
。

上
白
勝
輪
開
「
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
隊
創
」
、
議
(
合
大
晶
子
宗
教
法
研
究
会
一
様
、
宗
教
学
病
究
、
第
一
緒
、
二

O
賞。

〈

5 
〉

109 草壁法秩序における「言宗教j

憲

法

制

例

に

お

り

る

宗

教

の

定

滋

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
憲
法
下
で
は
神
社
は
宗
教
に
あ
ら
ず
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
神
社
神
道
は
抽
出
の

の
宗
教
の
ご
と
く
、
創
腕
明
者
も
教
義
も
存
し
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
憲
法
二

O
条
の
立
法
目
的
を
寅
徹
す
る
た
め
に
は
、

般
「
申
一
小

教
」
の
概
念
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
津
地
鎮
祭
訴
訟
、
名
古
屋
高
裁
判
決
宝
ニ
・
七
・
一
三
、
行
位
置
一

一
-
五
・
六
八

O
)

は

『
た
と
え
神
社
神
道
け
か
祭
和
中
心
の
宗
教
で
あ
っ
て
、
自
然
宗
教
的
、
民
族
宗
教
的
特
色
が
あ
っ
て
も
、
神
社
の
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祭
神
〈
神
霊
)
が
綴
人
の
宗
教
的
信
仰
の
対
象
と
な
る
以
上
、
宗
教
は
も
と
よ
り
、
わ
が
髭
法
上
も
宗
教
で
あ
る
こ
と
は
務
自
で
あ
る
」
と

〈

1〉

と
し
た
の
で
あ
る
。

'いV科
九
。

つ
ま
号
、
自
然
宗
教
で
あ
ろ
う
と
、
創
始
宗
教
で
あ
ろ
う
と
、
宗
教
で
あ
る
こ
と
に
は
変
容
が
な
い
、

〔

1 
〉

神
社
抽
部
噛
鳴
の
宗
教
釣
物
質
に
つ
い
て
は
、
村
よ
震
災
「
国
家
機
道
と
宮
本
の
鵠
鴨
神
的
器
出
土
い
〈
全
国
緩
仲
間
研
究
会
八
一
年
度
春
季
大
会
・
研
究
報
告
て
ジ
ぷ

リ
ス
ト
八
一
年
九
月
一
日
(
議
議
七
加
盟
八
)
琴
、
を
み
よ
。

第

信
教
識
の
保
障
と
限
界

信
教
織
の
侵
害
と
司
法
審
鷲
ハ
司
法
的
判
断
》

(1) 

関
家
と
宗
教
と
の
関
係

周
知
の
よ
う
に
、
中
世

g
!
開
ツ
パ
に
お
い
て
、

普
通
的
役
界
国
家
と
し
て
統

よ

n正
確
に
い
え
ば
ロ

i
マ
-
カ
ト
リ
ツ
ヅ
ク
的
、

容
れ
て
よ
ち
宗
教
的
権
威
は
役
俗
国
家
の
よ
位
に
あ
ゥ
た
。
宗
教
の
た
め
に
国
家
が
あ
っ
た
。
一
六
位
紀

一
方
で
は
君
主
主
権
的
近
世
間
家
の
形
成
・
発
展
を
助
長
し
、

一
一
克
一
部
、
並
列
的
体
制
が
実
現
'
レ
ペ
見
。

ゲ
ル
マ
ン
閉
隣
家
が
キ
リ
ソ
ス
ト
教
的
、

に
お
け
る
キ
世
ス
ト
の
新
旧
河
派
の
分
裂
と
こ
れ
に
端
役
発
す
る
宗
教
戦
争
は
、

他
方
で
は
芦

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
権
威
を
低
下
さ
せ
た
。
か
く
て
宗
教
的
権
力
と
世
俗
的
権
力
の

そ
し
て
、
近
代
国
家
は
、

「
国
手
中
と
国
民
、
世
俗
的
権
力
と
宗
教
的
権
力
の
二
重
の
一
一
党
主
義
を
克
服
す

(

2

)

 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
さ
れ
た
密
体
的
統
一
体
・
'
と
し
て
現
わ
れ
た
」
。
緩
言
す
れ
ば
、
近
代
鼠
家
は
、
図
家
と
教
会
と
の
関
係
に
つ
い

イ
ェ
ヲ
ネ
グ
の
い
う
よ
う
に
、

て
い
え
ば
、
教
会
優
位

I
習
教
並
立

l
関
家
優
位
、

と
い
う
一
一
一
緒
程
変
緩
て
形
成
お
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
近
代
国
家
で
は
、
家

〈

3
)

教
は
爵
法
体
系
の
一
部
に
組
込
ま
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



と
は
い
え
、
近
代
鰯
家
で
は
、

?
キ
ヤ
ベ
リ
以
来
の
国
家
理
性
論
や
ボ
;
ダ
ン
以
来
の
主
総
論
に
よ

nJ
裏
打
ち
さ
れ
た
近
般
的
絶
対
主

義
的
イ
デ
オ
ロ
キ
!
は
市
民
革
命
持
代
に
民
主
主
義
的
修
正
を
う
け
、

人
権
の
不
可
侵
設
基
本
安
楽
と
し
た
。
そ
こ
で
宗
教
由
体
は
醤
法

の
も
と
に
佼
費
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
儒
教
権
は

(

4

)

 

に
い
た
っ
た
c

議
権
や
人
身
権
な
ど
と
と
も
に
、
国
法
を
も
っ
て
侵
奪
で
き
会
い
法
設
と
さ
れ
る

つ
ま
り
、
近
代
緩
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
こ
の

で
は
酌
掛
岱
仲
と
骨
骨
骨
と
が
別
館
総
な
、
対
照
的
な
取
扱
い
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
現
実
の
市
民
生
活
で
は
、
各
人
の
信
仰
は
宗
教
関
体
(
宗
教
制
制
度
)
と
密
着
し
て
い
て
、
通
常
の
場
合
前
者
は
後
者
に
依
存
し
て
い

る
。
信
教
権
と
湾
法
審
査
、

い
わ
ば
宗
教
裁
判
含
め
ぐ
る
問
題
の
む
づ
か
し
さ
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

? 
〉

私
の
「
ド
イ
ツ
憲
法
的
ご
六
一
災
。

イ
ぷ
ザ
ネ
夕
、
哨
阿
部
信
背
骨
品
川
共
訳
「
一
般
随
家
家
」

4
2
ハ一二一員。

的

E
E
Z
m
m
r
2
5
コ
・
言
品
阿
部
・

7
r
E
5
$
0
2
・

宮

崎

ω
同・

は
い
う
|
!
?
「
国
家
酒
域
性
論
に
わ
都
け
る

3' i 
~ ~ 

ア
総
-
m
w
円

。

向

山

。

恥

T
同

盟

叶

叶

・

∞

'

凶

品

( 

4 

政
治
の
問
立
ル
%
と
総
宗
教
約
全
般
の
定
療
は
、
中
世
的
な
出
向
閥
的
州
統
一
と
秩
序
統
一
一
が
解
体
す
る
燃
の
綴
療
を
な
す
」
。

イ
ご
フ
ネ
夕
、
美
濃
部
鴻
雲
間
訳
「
人
体
撤
笠
422

一
口
論
」
五
一
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
問
。
イ
本
ザ
ヰ
ク
は
人
権
白
鳳
世
間
の
う
ち
、
と
く
に
信
教
縦
ぞ
掌
握
し
て
い
る
。

111憲法秩序における「宗教」

(2) 

信
教
権
と
司
法
審
査
の
限
界

簸
法
三
二
条
は
国
民
mw
裁
判
を
う
け
る
権
利
を
保
障
し

「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
裁
判
を
受
け
る
権
科
安
楽
、
わ
れ
な
い
」
と

す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
さ
ら
に
裁
判
所

一
条
は
「
裁
判
所
は
、

B
本
国
憲
法
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
一
切
の
法
律
上
一
の

を
裁
判
し
、

そ
の
他
法
律
に
お
い
て
特
に
定
め
る
権
限
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
し
か
ら
ば
、
宗
教
的
、
信
仰
的
争
訟
も
す
べ
て
可

法
的
審
査
の
対
象
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
ニ

O
条
の
保
障
す
る
政
教
分
離
原
則
は
絶
対
的
意
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妹
し
か
も
ち
え
な
く
な
る
Q

ぞ
と
で
、

の
趨
績
を
貧
殺
す
る
た
め
に
、
宗
教
法
人
法
八
五
条
件
砧
、

「
こ
の
法
律
の
い
か
な
る

演
潔

の

に
つ
い
て
い
か
な
る
形
に
お
い
て
も
調
停
し

規
定
も
・
:
:
裁
判
所
に
対
し
、
宗
教
極
体
に
お
け
る
銭
仰
、

叉
は
宗
教
上
の
役
職
鈴
の
任
免
そ
の
他
の

し

し

く
は
こ
れ
に
干
渉
す
る

若
し
く
は
干
渉
す
る
権
担
棋
を
与
え
、

い
の
う
ち
、

権
限
を
与
え
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
要
す
る
に
、
裁
判
所
は
ご
切
の

の

の

項
」
に
つ
い
て
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
。

ぞ
と
で
、
最
終
的
に
問
問
題
と
な
る
の
は
、
雨
者
の
差
異
で
あ
る
。

判
例
に
よ
れ
ば
〈
鱗
殿
、
蕊
ム
ハ
・
悶
・
七
、
創
価
学
会
絞
ま
ん
だ
ら
事
件
上
告
審
v

、
政
治
的
党
派
的
利
害
対
立
、
た
と
え
ば
宗
教
団
体
内
部
の
役
職

は、

wr砂
い
ん
か
争
訟
で
あ
れ
y
‘
こ
れ
に
対
し
す
ぐ
れ
て
宗
教
的
な
教
義
や
信
念
を
め
ぐ
る
争
訟
は
、

hr

教、民
1:，の
の、選
fま

そ
の
総
の

と
し
、
礼
拝
対
象
物
の

い
に
つ
い
て
の
饗
資
機
を

し
た
。
も
ち
ろ
ん
宗
教
的
信
念
に
基
く
と
は
い
え

で
あ
る
、

「
有
形
力
の
行
使
」
に
よ
号
、
他
人
の
生
命
、
身
体
を
惑
す
る
よ
う
な
行
為
は

の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
〈
駿
筒
第
、

八
-
五

五
、
別
集
一
週
中
ケ
密
・
一
一
一

O
一
一
%
な
ぜ
な
ら
信
教
権
の
保
樟
間
口
約
は
人
様
の
保
障
そ
の
も
の
に
あ
号
、

人
権
の
俊
替
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

〈
内
在
議
理
的
緩
雰
)
。
ち
な
み
に
、

ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
ノ
ル
ズ
事
件
〈

c
m
d
・悶

2
5
-昔
u

喜
岡
同
デ
エ
∞
二
ゆ
吋
帥
ν

に
お
い
て

は
、
法
は
「
行
為
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
。
法
は
、
宗
教
的
な
信
念
や
見
解
そ
の
も
の
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
宗
教
的
活
動

に
対
し
て
は
可
能
で
あ
る
」
と
し
、

「
人
間
の
い
け
に
え
が
宗
教
礼
拝
に
必
要
で
あ
る
と
信
ず
る
者
が
い
た
場
合
、
彼
を
統
治
す
る
市
民

政
府
が
そ
の
い
け
に
え
を
や
め
怠
せ
る
よ
う
に
干
渉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
真
剣
に
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
と

と
す
る
そ
ル
モ
ン
教
徒
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
鷺
婚
の
主
張
。
Z
斥
け
一
向
。
こ
の
日
米
の
両
判
例
は
、
類
似
し
て
い
る

い
っ
て
、

と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。



2' l' 
~ '-' 

棺
沢
久
「
捕
同
教
の
自
由
聞
と
そ
の
綴
界
」
憲
後
判
例
一
議
選
、
一
日
一
蹴
獄
、
=
一
九
震
。

コ
ン
グ
ィ
フ
ツ
、
清
水
・
滝
沢
信
彦
共
訳
、
信
教
の
向
口
出
と
良
心
、
一
九
七
一
一
一
、
開
問
題
頁
以
下
。

第

信
教
権
の
擾
審
と
司
法
的
救
済

公
約
侵
害
の
幽
皿
機

憲
法
一
一
一
章
の
定
め
る
他
の
基
本
権
と
お
な
じ
く
、
信
教
権
の
憲
法
的
保
障
が
、
本
来
は
公
権
的
侵
品
漢
の
防
止
に
あ
る
こ
と
は
、

畿
の
原
濃
か
ら
い
う
会
ま
た
な
い
。

立
憲
史

こ
の
点
に
関
し
て
、
第
一
に
著
名
判
例
と
し
て
、
死
刑
問
と
宗
教
的
教
議
の
事
件
が
あ
る
〈
大
地
一
一
二
一
一
・
八
・
一
一

O
、
行
集
九
・
八
-
一
大
中
ハ
ニ
リ

明
治
療
法
で
は
教
識
は
法
的
行
為
で
あ
っ
た
が
、
鎗
教
権
が
不
徹
底
な
傑
様
で
あ
っ
た
か
ら
問
題
と
な
ら
な
か
っ
一
向
。
し
か
し
現
行
憲
法

で
は
問
題
た
哲
う
る
。

す
な
わ
ち
、
右
の
大
阪
地
裁
判
決
で
は
、
日
銭
教
の
自
・
闘
は
最
優
先
の
保
障
で
あ
号
、
し
た
が
っ
て
宗
教
的
教
議
は
許
冬
れ
ぬ
と
す
る
。

113 1憲法秩序における「宗教j

た
だ
し
そ
の
例
外
と
し
て
、
凶
人
の
要
求
が
あ
る
場
合
に
、

「
持
刑
上
の
心
理
的
安
定
の
た
め
の
試
み
な
ら
許
さ
れ
る
」
と
す
る
。
詩
人

の
要
求
が
あ
っ
て
も
み
と
め
な
い
と
す
れ
ば
、
信
教
綾
の
侵
害
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
際
、
教
議
蔽
へ
の
謝
礼
は
、
骨
骨
ん
で
あ
ち

〈

2
)

属
家
利
益
の
た
め
で
も
な
い
が
放
に
、
政
教
分
離
原
則
に
ふ
れ
な
い
と
の
見
解
も
あ
る
。
こ
の
点
は
む
し
ろ
、
行
刑
動
静
の
一
部
で
あ
る

な
ら
ば
、
国
庫
支
弁
が
許
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
ま
い
か
。

庁、

、J

組
問
島
淳
富
岡
、
死
刑
囚
と
俗
仰
の
自
閥
、
申
邪
教
制
判
醐
判
官
選
、
二
ニ
災
。

鮪
没
、
二
四
真
。

玄
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第
ニ
に
は
津
地
鎮
祭
訴
訟
〈
最
喜
一
・
セ
・
ご
叩
…
、
民
繁
一
…
一
一

-
m
-
五

一
一
一
、
名
潟
問
問
六
・
五
・
一
開
問
、
行
轍
娘
二
二

-fa-
六
八
O
)

品
、
中
谷
自
衛
官
舎

把
訴
訟
(
山
口
一
地
・
蕊
凶
・
一
一
一
、
料
相
馬
九
一
一
一
〉
に
お
い
て
関
わ
れ
た
、
政
教
分
離
原
郎
の
問
題
が
あ
る
。
政
教
分
離
原
則
い
か
信
教
権
の
方
法
的

{
制
度
担
保
障
で
あ
る
か
、
そ
れ
自
体
国
有
の
目
的
的
意
義
を
も
つ
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
説
に
よ
れ
ば
政
教
分
離
原

則
は
、
儀
教
権
の
保
障
に
並
立
し
て
、
画
家
の
宗
教
と
の
統
合
設
禁
止
す
る
間
有
の
白
日

g
的
概
念
で
あ
る
と
す
る
が
、
し
か
し
、
と
の

点
に
つ
い
て
は
名
高
判
決
が
い
う
よ
う
に
、

「
信
教
の
自
由
を
、
よ
り
具
体
的
に
実
現
せ
し
め
る
現
実
的
手
段
で
あ
づ
て
、
鐙
教
の
自
由

に
対
す
る
制
度
的
保
憶
の
原
理
で
あ
る
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
型
、
前
者
つ
ま
り
信
教
権
は
絶
対
的
保
障
で
あ
る
に
対
し
、
後

者
つ
ま
り
政
教
分
離
は
相
対
的
保
障
も
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
す
で
に
諸
滋
の
立
法
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
前
者
は
不
可

俊
的
保
障
と
す
る
に
対
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
政
治
的
条
件
に
よ
っ
て
、
保
障
の
方
法
、
態
織
は
多
様

〈
給
対
的
〉
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
場
合
は
、
既
述
の
事
情
か
ら
、
絶
対
分
離
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、

(

1

}

 

信
教
権
不
可
侵
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、

ょ
く

い
づ
れ
の
見
解
に
立
つ
に
せ
よ
、

わ
が
憲
法
体
制
の
も
と
で
は
、
国
家
権
力
は
特
定
の
宗
教
に
加
担
支
援
し
て
は
な
ら
怠
い
だ
け
で
な

く
、
宗
教
そ
の
も
の
に
慰
関
与
す
'
べ
き
で
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
原
理
・
原
剣
な
る
こ
と
は
、

お
き
の
宗
教
法
人
法
八
五
条
に
よ
っ
て

も
み
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
公
金
支
出
、
宗
教
法
人
に
対
し
、
法
人
税
法
西
条
三
議
2
〉

ょ
の
特
例
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
c

〈

1 
) 

割
払
の
「
体
協
仰
の
向
間
取
」
「
織
法
に
お
け
る
法
と
政
協
関
恥
所
収
、

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
聞
問
光
子
「
閉
樹
祭
と
宗
教
の
分
離
!
日
本
の
絶
対
的
分
離
主
義
批
判
」
〈
飽
大
祭
教
法
紛
究
会
減
、
宗
教
法
研
究
、
第
二
桜
、
一

六
悶
頁
以
下
)
に
、
佐
藤
功
、
官
向
柳
径
一
、
熊
本
信
夫
、
川
川
北
洋
太
郎
、
問
削
上
穣
治
他
の
端
的
教
授
の
尚
子
鋭
鮫
介
が
あ
る
。

九
七
爽
。



私
的
侵
害
の
態
様

第
三
滋
効
力
の
問
題

信
教
権
の
私
的
侵
害
に
つ
い
て
は
、
他
の
人
権
争
訟
と
お
な
じ
く
第
三
者
効
力
の
問
題
が
こ
こ
に
も
あ
ち
う
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
マ
裁

判
例
を
み
る
に
信
教
権
に
つ
い
て
の
第
三
者
効
力
に
つ
い
て
は
、
積
極
説
ハ
有
効
説
〉
が
と
ら
れ
て
い
る
。
と
の
点
は
養
成
で
き
る
。
総

じ
て
現
代
の
社
会
檀
家
で
は
人
権
の
憲
法
的
保
障
に
は
腹
接
効
力
を
み
と
め
る
べ
き
と
愚
考
す
る
が
、
政
教
分
離
原
則
と
ワ
ン
・
セ
ヲ
ト

の
信
教
権
に
つ
い
て
は
た
し
か
に
問
題
は
微
妙
で
あ
る
。
し
か
し
伝
統
的
に
雑
居
宗
教
の
た
め
に
信
教
強
制
の
行
な
わ
れ
や
す
い
わ
が
国
で

克
信
教
榔
僚
の
忠
人
間
関
の
侵
容
な
が
ら
内
実
法
律
上
の
争
訟
で
必
る
場
合
に
は
、
憲
法
的
効
力
が
及
ぶ
と
み
る
こ
と
が
、
憲
法
二

O

は、条
の
趣
防
総
に
合
致
ず
る
と
み
ら
れ
る
。
か
り
に
〈
滋
鋭
的
な
〉
治
緩
的
な
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
多
く
の
宗
教
欝
係
争
訟
は
、
宗
教
法
人
法

い
わ
ゆ
る
本
的
統
治
理
論
に
よ
っ
て
も
、
第
三
者
効
力
を
み
と
め
ら
れ

に
よ
っ
て
特
規
せ
ら
れ
た
宗
教
揺
体
内
部
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

る
の
マ
は
み
る
ま
い
か
。

(2) 

宥
私
的
俊
樹
曹
の
事
例

115 百賢官長秩序における F宗教J

げ}

宗
簡
と
点
ザ
震
と
の
争
訟

宗
教
法
人
法
に
い
う
と
こ
ろ
の
包
括
臨
体
と
被
包
括
団
体
と
の
あ
い
だ
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
判
例
に
関
す
る
か
が
ロ
号
、

お
お

む
ね
包
括
団
体
に
優
越
権
を
み
と
め
(
宗
教
法
人
滋
一
八
条
近
頃
参
照
て
た
だ
し
被
包
括
団
体
に
は
離
脱
の
自
恋
が
あ
る
〈
間
二
六
条
〉
と
す
る

(
倒
的
、
大
抽
四
一
一
一
一
ニ
・
五
九
、
行
集
九
・
五
・
一

o
m七
1
住
職
筏
免
事
件
〉
。

伊}

宗
田
と
一
信
徒
と
の
争
訟

こ
の
争
訟
に
つ
い
て
も
、
大
体
右
と
関
門
旨
の
判
例
が
あ
る
八
最
コ
一

0
・
六
・
八
、
民
集
九
・
七
福
八
八
八
i
綴
隣
国
後
と
仲
間
機
特
選
事
件
〉
。
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こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
は
、
宗
教
語
体
と
信
教
権
と
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
前
者
安
優
位
に
お
い
て
い
る
よ
う
に
怒
わ
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
私
の
考
え
は
熟
し
て
い
な
い
が
、
模
し
て
い
う
な
ら
、
判
例
の
立
場
は
、
人
権
と
し
て
の
億
数
権
の
保
険
よ
り
も
訟

秩
序
の
安
定
を
獲
視
し
て
い
る
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
の
〈
飽
鐙
密
体
i
被
包
括
図
体
L
m
M
徒
と
い
う
系
列
に
あ
ウ
て
〉
窮
極
の
視
点
は
、
宗

教
法
人
は
宗
教
法
人
そ
の
も
の
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、
信
仰
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
後
務
の
視
点
か
ら
す

る
と
、
従
来
の
判
例
の
態
度
に
は
、

に
わ
か
に
委
問
で
き
な
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

付

非
宗
教
団
体
〈
怠
企
業
と
従
業
員
)
に
お
け
る
信
教
権
を
め
ぐ
る
争
訟

特
例
(
名
地
一
二
八
・
自
・
二
六
、
判
叫
吋

一
一
一
!
会
社
支
出
憾
の
宗
教
行
進
e

に
お
け
る
従
業
員
に
対
す
る
信
仰
掛
視
察
事
件
〉
で
は
、
後
殺
の
信
教
権
を
尊
設
し
、

「
宗
教
を
信
仰
す
る
者
が
抗
議
を
な
し
、

そ
の
宗
教
を
信
仰
す
る
者
に

叉
自
己
の
宗
教
の
立
場
明
か
ら
事
実
の
誤

nJ
を
指
議
す
る
こ
と
は
、

と
っ
て
宗
教
上
の
信
念
の
表
現
行
為
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
態
震
が
穏
当
を
欠
い
て
い
な
い
限
り
、
何
等
非
難
さ
る
べ
き
行
為
で

は
な
い
い
と
し
て
、
会
社
側
役
不
当
と
し
て
い
る
。
け
だ
し
嫌
法
上
相
対
的
保
障
に
と
ど
ま
る
会
社
の
企
業
権
あ
る
い
は
営
業
権
(
憲
法

A
l〉

に
対
し
て
、
絶
対
的
な
、
精
神
的
自
由
権
で
る
る
信
教
権
が
優
越
ナ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
判
明
留
に
賛
成
で
き
る
。
な

二条、

九
条
)

ぉ
、
と
の
判
例
は
そ
の
判
決
の
前
提
と
し
て
、
第
一
一
一
者
効
力
に
つ
き
、
い
か
に
考
え
た
か
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

〈

1 
〉

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
数
物
的
な
三
菱
総
路
事
件
〈
厳
罰
八

一、e
民
集
二
七
・
一
一
-

蕊
一
ニ
六
)
が
蛸
郁
起
さ
れ
る
e



P叫

野す

総
..... 

こ
の
論
文
は
、
八
一
年
六
月
二
七
日
の
第
一
一
回
宗
教
法
学
会
シ

γ
ボ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
「
発
魁
」
に
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
発
題
が
本
学
会
機
関
誌
守
宗
教
法
お
に
掲
載
さ
れ
る
こ
ど
を
予
想
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
す
で
に
「
管
出
法
学
論
集
」
二

一
二
巻
一
一
号
に
も
発
表
済
み
で
あ
る
こ
と
を
、
お
こ
と
わ
ち
す
る
。
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